


学校関係者評価委員会議事報告書

関西医療学園専門学校 歯科衛生学科

１．第１回委員会（令和５年９月１６日（土）15時30分～16時30分／オンライン会議）

出席者

委員 塔本栄一（医療法人守田会いぶきの病院事務長）、赤松明日香（公益社団法人大阪

府歯科衛生士会大阪東支部長）、明比大（関西医療学園専門学校校友会々長）

本校 藤川圭子（学生主任）、奥田典生（事務室長）、保田年章（学務課長補佐）

議事内容

（１）自己点検･評価に関して、本委員会の役割について本校から説明を行い、カリキ

ュラム内容の点検と入学から卒業までの生徒に対する教育全般を中心に、学科運

営をよりよくするための建設的な意見を求めることを確認した。

（２）教育実施状況について、学科開設年度からカリキュラムに従って消化されている

旨報告があった。

（３）教育効果については、今後検討する必要がある旨の意見が出され、特に、臨床に

即した教育内容であるか点検していく必要があることを確認した。

２．第２回委員会（令和６年３月１５日（金）15時30分～16時30分／オンライン会議）

出席者

委員 塔本栄一（医療法人守田会いぶきの病院事務長）、赤松明日香（公益社団法人大阪

府歯科衛生士会大阪東支部長）、明比大（関西医療学園専門学校校友会々長）

本校 藤川圭子（学生主任）、奥田典生（事務室長）、保田年章（学務課長補佐）

議事内容

（１）令和５年度の授業実施状況、定期試験成績状況、休退学数について学校側から説

明を行った。委員からは、歯科衛生士の社会的使命や卒業後の臨床現場のイメー

ジを１年次から授業内で具体的に示すことなど、修学意欲を向上させる取組みに

ついて意見が出された。学校側からは、大阪府歯科衛生士会会長による特別講義

や歯科関連企業の講師による実習などを現時点で行っているとの説明があり、次

年度も継続し、内容については生徒のモチベーションに働きかけるような内容で

あるか点検する旨回答があった。

（２）令和６年度入学生の募集状況について学校側から報告があり、各委員からは継続

して確実に定員を充足できるよう期待が示された。

（３）次年度に完成年度を迎えるにあたり、委員から臨地・臨床実習の今後の予定につ

いて質問があった。学校側からは、本年度の病院歯科口腔外科及び歯科診療所で

の臨床実習に加え、次年度からは大学病院での実習が新たに加わること、保健セ

ンター、幼稚園、保育園、介護老人保健施設、支援学校等での臨地実習を行う予

定であることが説明された。


